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第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

『唯
識
論
聞
書
』
の
作
者
に
つ
い
て

一
四
八

弥

山

礼

知

『
唯
識
論
聞
書
』
全
二
十
七
巻
は
、
室
町
時
代
の
興
福
寺

の
学
僧
、

光
胤

(
一
三
九
六
―
一
四
六
八
)
が
著
し
た
書
物
と
さ
れ
せ
い
る
。
従
来

の
研
究

で
は
そ

の
表
紙
等
の
記
述
か
ら

『聞
書
』
の
作
者
を
詳
し
い
論

証
の
な

い
ま
ま
光
胤
と
特
定
し
せ
い
る
。
(
1
)

し
か
し
実
際
に

『唯
識
論
聞

書
』
(以
下

『聞
書
』
と
略
す
)
に
は
、
光
胤
が
著
し
た
と
す

る

に

は
不

自
然
な
記
述
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
か

ら
見
せ
、
『聞
書
』
の
作
者
を
光
胤
と
し
て
よ
い
か
を
あ
ら
た

め

て
考

察
し
せ
み
た
い
。

『聞
書
』
の
構
成
に
つ
い
て
簡
単
に
述

べ

る
と
、
室
町
時
代
に

『
成

唯
識
論
』
全
十
巻
の
訓
論
談
義
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ

れ
の
永
享
九
年

(
一
四
三
七
)
の
談
義
記
録
が

巻

一
よ
り
巻
二
六
ま
で
、

長
禄
二
年

(
一
四
五
八
)
の
記
録
が
巻
二
七
と
し
せ
、

『
成
唯
識
論
』
の

ほ
ぼ
全
部
に
相
応
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
(
2
)

も
う

一
つ
の
重
要
な
構
成

要
素
に
、
「私
云
」
等
の
記
述
を
中
心
と
し
た
私
見
が

あ

る
。

こ
の
私

見
は
談

義
記
録
で
は
な
く
、
談
義
に
対
す
る
教
義
的
な
批
判
や
解
説
等

の
私
的
な
見
解
が
中
心
と
な

っ
せ
い
る
。
た
だ
し
私
見
に
は

一
定
の
記

述
形
式
が
な
い
。
必
ず

「私
云
」
で
始
ま
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
談

義
記
録
等
の
時
点
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
後
の
校
正
等
の

段
階
で
附
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
ら
が
構
成
上
の

主
な
特
徴
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
同
時
に
、
光
胤
が
作
者
か
否
か
の
疑
問

が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
が
校
正
等

の
加
筆
で
あ
る
。
『聞
書
』

巻
一
三
一
に
は
、

後
年
書
ゴ
入
之

一…
…
(
3
)

と

、

あ

り

、

『
聞

書

』

巻

三

の
最

後

の
箇

所

に

は
、

以
上
光

胤
草

分
也
。
以
下
光
胤
草

ニ

ハ
ナ

シ

有
云
。
花
熏
芭
勝
喩
者
。
…
…
(
4
)

と
、
加
筆
さ
れ
せ
い
る
。
特
に
巻
三
で
は

「光
胤
草
」
と
称
さ
れ
せ
い

た

『
聞
書
』
が
、
そ
れ
の
書
写
さ
れ
た
当
時

に
存
在
し
た
こ
と
も
分
か

る
が
、
同
時
に
現
在
の

『
聞
書
』
に
は
明
か
ら
に
光
胤
以
外

の
人
物
に

よ
る
加
筆
が
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
に

「私
云
」
の
記
述
に
は
、
談
義
記
録
と
し
せ
の
光
胤
の
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発
言
と
相
違
す
る

「私
云
」
も
見
ら

れ
る

の
で
あ

る
。
例
え
ば

『聞

書
』
巻

一一

に
は
、

延

公
云
。

抑
中
有

位
愛
取

現
在
十
因
取
鰍
否
。

…
…
此
事

中
古

諄
論
也
。

楞
寛
法
印
現
在
十
因
愛
取
可
レ
取
云
云

定
英
不
レ
取
云
云

読
師
誠
不
審

也

・

光
胤
申
云
。
中
古
沙
汰

ナ

レ
ト
モ
。
大
旨
明
匠
取
レ
之
趣
鰍
。
…
…

私

云
。
現
在
十
因
可
レ
取
事
不
審

ナ
リ
。
中
有

現
在

ア
ラ
サ
ル
カ
故
。
又

夫
来

軌
難
レ摂
鰍

と
あ
る
。
(
5
)

光
胤
は
談
義
時
に
、
愛
取
を
現
在
の
十
因
に
取
る
と

の
解
釈

に
同
意
を
示
す
が
、
「私
云
」
に
は
、
逆
に
不
審
だ
と
し

せ

い
る
。
こ

こ
で
は
談
義
時
の
光
胤
と

「私
云
」
の
立
場
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
と
同
様
に

『聞
書
』
巻
一
三
一に
は
、

若
唯
有
識

乃
至
説
有

三
性
事

読
師
云
。
…
…
三
性
説

ク
ハ

可

違

唯
識

云
事
不
審
也
。
…
…
光
胤
申

云
。
今
談
違

疏
。
…
…
唯
識

ナ
ラ

バ
只

可

有

依
他

一
性
。

所
執

円
成

ア
ル

ヘ
カ
ラ

ス
ト
云
難
ナ
リ
。
…
…

私

云
。
但
有

一
性

不
応
説

三
之
問
。

一
向

一
性

ニ
テ
余
性

ア
ル

ヘ
カ

ラ

ス
ト
云
事

ア
ラ
サ

ル
鰍
。

一
性

ヲ
為
レ
主
説
。

三
性
格

別
為
レ
主
説

ク

ヘ

カ
ラ

ス
ト
云
問
歟

。
不

爾
只

一
向
余

二
性
体

ア

ル

ヘ
カ

ラ
ス
ト

ア

ラ

六

無
二
風
情
。

…
…
(
6
)

と

、

あ

る
。

こ

こ

で
も

談

義

時

に

は

光

胤
が

、

『
成

唯

識

論

』

巻

八

の

「若
唯
有

レ識
…
」
(
7
)

の
文
が
唯
識
で
あ
る
な
ら
ば
依
他
起
性
だ
け
で
遍
計

所
執

・
円
成
実
性
の
二
性
は
無
い
の
で
は
と
い
う
問
だ
、
と
解
釈
し
せ

い
る
の
に
対
し
、
「私
云
」
で
は
そ
の
意
見

に
反
対

の
見
解
を
示
そ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
光
胤
が
記
し
た
と
見
る

に
は
非
常
に
不
自
然
を
記

述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

『聞
書

』
の
作
成
が
誰
か
と
い
う

問
題
に
な
る
の
だ
が
、
先
述
の
例
は
、
あ
く
ま
で
校
正

・
加
筆
さ
れ
た

も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
作
者
は
や
は
り
光
胤
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
先

の
例
と
は
逆
に
、
あ
き
ら
か
に
光
胤
で
な
け
れ
ば
記
せ
な
い
と
思
わ
れ

る
記
述
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず

『
聞
書
』
巻

一
に
は
、

光
胤
申
云
。
常

一
不
レ
限
二
我
義
幻
主
宰
必
我
義

法

ア
ラ
ス
。
故
取
レ
要
断
レ

義
時
不
/
挙
二常

一
一鰍
。
錐
レ
然

計
レ
我
時
非
レ
無
二
常

一
等
之
義

一
鰍

読
師

云
。
常

一
義

不

限

我

故
如
何
。
予
申
云
。
計

法
執

実
時
可

有

常

一
義

故
。
此
マ
デ
申
畢

と
、
(
8
)

さ
れ
せ
い
る
。

こ
こ
で
読
師

(専
慶
)
か
ら
問
が
提
示
さ
れ

て

い

る
が
こ
れ
は
光
胤
の
発
言

へ
の
問
で
あ
り
、

こ
の
間
に

『
聞
書
』
の
作

者
を
指
す

「予
」
が
答

え
せ
い
る
。

つ
ま
り
返
答
し
て
い
る

「予
」
即

ち
作
者
は
光
胤
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
談
義
時
に
お
け
る
光
胤
の
発
言

で
は
ほ
と
ん
ど

「光
胤
申

云
」
と
表
し
せ
い
る
。
名
が
用

い
ら
れ
る
の
は
光
胤

に
対

し

せ

の
み

で
、
そ
の
他
の
人
物
は
主
に
住
房
、
例
え
ば

「
延
帳
房
」
(訓
営
)
と
い

う
呼
称
で
表
さ
れ
る
。
さ
ら
に

「申
」

の
言
を
光
胤
の
発
言
記
録
に
対

し
せ
特
に
多
用
し
せ
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴

は
作
者
が
光
胤
の
発
言
に

謙
譲
の
意
味
を
持
た
せ
る
た
め
に

「光
胤
申
云
」
を
用
い
た
の
で
は
な

い
か
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

『
唯
識
論
聞
書
』

の
作
者

に

つ
い
て

(弥

山
)

一
四
九
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『
唯
識
論
聞
書
』

の
作
者

に
つ
い
て

(
弥

山
)

一
五
〇

ま
た
、
「私
云
」
の
中
に
も
光
胤
の
私
見
と
考
・え
ら
れ
る
も

の
が

あ

る
。
例
え
ば

『
聞
書
』
巻
二
六
に
、

私
云
。
帰
宅
処
。

同
寺
尭
観

房
光
胤
物
語
云
。

慰
縁
房
申

性
禅
房
説
作
事

也
。
…
…

と
、
(
9
)

談

義
時
と
は
別
の
光
胤
自
身
の
行
動
等
に
関
す
る

「私
云
」
が
あ

る
。
ま
た

『聞
書
』
巻
三
に
は
、

光
胤
申

云
。
本
疏
劣
可

有

勝
性
幻

劣

無

勝
性

云
事
。

聊
其
理

ア
ル
由

申
也
。
読

師
同
心

私
云
。
光
胤
其
理

申
意
有
漏
第
八
雖

持

無
漏
種
子
。…
…
(
1
0
)

と
、
「私

云
」
で
は
光
胤
の
趣
意
を
解
説
し
よ
う
と
し
せ

い
る
。
さ
ら

に

『
聞
書
』
巻

一
八
に
は
、

私
云
。
先

巻
別
起
定
障
異
生
総
不

可

伏

之
由
。
延
公
被

申
切

畢
。
光

胤
再
三
可

伏

之
由
執
心
申
シ
キ
。
今
日
両
人
外
道
可
伏
之
由
共
許
被

申

之
条
。
返
返
迷
惑
之
至
也

と
、
(
1
1
)

光

胤
の
見
解
に
対
す
る
読
師
ら
の
態
度
を

「迷
惑
之
至
」
と
非
難

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

「私
云
」
は
あ
き
ら
か
に
光
胤
を
中

心
と
し
た
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
「予
」
の
記
述
や
、
光
胤
の
発
言
を
区
別

し

よ

う
と
す

る
表
現
、
光
胤
で
な
け
れ
ば
書
け
な
い

「私
云
」
等
の
記
述
が

あ
る
。

以
上
を
纏
め
れ
ば
、
現
在
見
ら
れ
る

『聞
書
』
に
は
校
正
や
加

筆
が
認

め
ら
れ
、そ
れ
ら
を
慎
重
に
扱
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
の
、

や
は
り

『
聞
書
』

の
作
者
は
光
胤
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
別
の
機
会

で
更

に
詳

し

く

述

べ

た

い
。

1

従
来

『
唯
識
学
典
籍
志

』
四
五
七
～
四
五
九
頁

(結
城
令
聞
、
大
蔵

出

版
、
昭
三
七
年

三
月
)

や

『
大
正
大
蔵
経
』
索

引
第
三
六
下
巻

一
～

二
頁

等

の
光
胤
説
、
『
日
本
中
世
唯
識

仏

教

史
』
三
二
八
～
三
三
八
頁

(富
貴

原
章
信
、
大
東

出
版
、
昭
五
〇
年
二
月
)

の
興
基

(
一
四

一
〇
―

一
四
八

○
)
説
が
あ
る
。

2

巻
二
七

の
作
者

は
そ

の
記
述
内
容
や

『
唯
識
学
典
籍
志
』

の
説
よ
り
光

胤
と
見

て
い
る
が
、
巻
二
六

ま
で
と

の
年
代
差
と

い
う
成
立
自
体

の
問
題

も
あ
り
、
そ

の
言
及

は
別

の
機
会

で
詳

し
く

し
た
い
。
尚
、
今
回

は
、
大

正
蔵

六
六
所
収

『
唯
識
論
聞
書
』

二
七
巻
、
薬
師
寺
蔵

『
訓
論
聞
書
』
(巻

二
〇
、

二
二
、
二
三
欠
)
、
同

(英
乗
写
本
、
所
在
不

明
)
、
竜
大
図
書
館

蔵

『
訓
論
聞
書
』

二
七
巻
、

同

『
成
唯
識

論

光

胤

記

』
(
巻

一
～
巻

一
三

分
が
欠
)

に

つ
い
て
確
認

で
き

た
。
今
後
、
京
大
蔵
本
、
東
大
東
洋
文
化

研
究
所
蔵
本
等
も
詳

し
く
見

て

い
き

た

い
。

3

大
正

六
六

・
八

七
〇

c

4

同

・
六
四
六

a

5

同

・
八

四
九

c
。
但

し

「私

云
」

の

「可

取

事
」

を
改

め
た
。

6

同

・
八
五
九

b
～

八
六
〇

a

7

大
正
三
一

・
四
五

c

8

大
正

六
六

・
六
〇

一
a

9

同

・
九
〇

一
c
。
他

に

「
光
胤
帰

宅
後

…
」

(
巻

一
、
同

・
六
〇
九

c
)

等

も
あ

る
。

10

同

・
六
四
〇

c
～

六
四

一
a

11

同

・
八
〇

五
b

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

『
唯
識
論
聞
書

』
、
光
胤
、
訓
論
談

義(
龍
谷
大
学
大
学
院
)
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